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市⺠アンケート結果
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市民アンケート結果

福山市都市マスタープランの改定にあたり、本市の都市計画に対する市⺠の評価や、
今後の都市づくりに対する市⺠の意向等を把握し、計画に反映させるため市⺠アンケー
トを実施する。

調査目的

福山市在住の１８歳以上の市⺠４，０００人（住⺠基本台帳から無作為抽出）調査対象

２０２４年（令和6年）１１月２５日（月）〜１２月１５日（日）の３週間調査期間
28.9％（1,157票回収／4,000票配布）※2025年1月10日までに回収したデータを基に集計回収率

■調査票■依頼文
有効回収数の確保に向
けた取組
• 調査票とは別に依頼文
を作成し調査の趣旨・
回答時間について説明

• 実施主体が福山市であ
ることを分かりやすく明示
し、回答事業者の信用
を確保

全30問、17ページ■WEB回答の併用

依頼文にはWEBアン
ケート用のQRコードを
掲載し、WEBアンケー
トの併用による回答
率向上に努める

郵送配布・郵送回収／WEBアンケートの併用調査方法

その他資料１

31



市民アンケート結果

• 現⾏計画策定時の調査内容をもとに、社会経済情勢の変化や近年策定された各種計画を踏まえる
とともに、策定中の次期総合計画のアンケートと共同で市⺠アンケートを実施

• 都市マスタープランにおいては、赤枠内の設問を重視

-3-

設問 設問内容 備考/設問の狙い

1.回答者の属性

問1 (1) 性別

集計の際の分析軸とする。
（年齢、住所等々による
課題やニーズの違いを把握す
る）

問1 (2) 年齢
問1 (3) 居住地（学区・旧学区）
問1 (4) 世帯構成
問1 (5) 職業
問1 (6) 通勤先・通学先
問1 (7) 福山市での居住年数
問1 (8) 福山市に居住する前の居住地

2.まちづくりに
対する関心/
福山市に対す
る誇り・関心

問2 まちづくりへの関心の有無 まちづくりに対する市⺠の関心
度を把握する。問3 まちづくりへの関心がない理由

問4 福山市に対する誇り
問5 福山市に対する愛着 福山市に対する市⺠の誇り・

愛着の程度を把握する。問6 誇りを感じている理由
問7 愛着を感じている理由

3.定住意向
問8 住みやすさの満⾜度

市⺠の居住意向を把握する。問9 今後の定住意向
問10 転居の検討理由

4.将来の姿
問11 希望する福山市の将来の姿 福山市の将来として市⺠の

考え方を把握する。
問12 「安心」からイメージするまちの姿 現⾏計画に含まれる「安心」

「希望」から市⺠がイメージす
るまちの姿を把握する。問13 「希望」からイメージするまちの姿

5.市役所サービ
スに対する満
⾜度・改善度
・重要度

問14(1) まちの活性化・魅⼒向上

各分野における市役所サービ
スに対する市⺠の満⾜度・改
善度・重要度を把握する。

問14(2) ⼦育て・⾼齢者⽀援・福祉・医療
問14(3) 産業・産業インフラ
問14(4) 防災・環境・生活基盤
問14(5) 教育・地域・多様性社会
問14(6) 歴史・文化・スポーツ
問14(7) 他市・⺠間との連携

設問 設問内容 備考/設問の狙い

6.地域づくり
問15 居住する地域の魅⼒ 各地域における魅⼒・課題を

把握する。問16 居住する地域の問題・懸念点
問17 参加している地域活動 市⺠の地域活動への参加状

況を把握する。

7.出産・⼦育
て・結婚

問18 ⼦育てのしやすさ ⼦育てに関する市⺠の満⾜
度を把握する。問18

①/② ⼦育てのしやすさの回答理由
問19 結婚の有無 結婚・家事の現状について把

握する。問20 家族の就業状況、家事を⾏う時間
（平日・休日）

問21 結婚に関する考え方

結婚・⼦育てに関する市⺠の
考え方を把握する。

問22 結婚するつもりがない理由
問23 結婚していない理由
問24 現在の⼦どもの人数、

今後予定している⼦供の人数
問25 理想の⼦どもの人数
問26 ⼦どもを欲しいと思わない理由

8.⾼齢者が暮ら
しやすいまち
づくり

問27 ⾼齢者が暮らしやすいまちとして重要で
ある点

⾼齢者が暮らしやすいまちとし
て市⺠が重視している点を把
握する。

9.都市基盤の整
備

問28 
(1) 道路整備で重要視している点

社会基盤整備に対する市⺠
のニーズを把握する。

問28 
(2) 公共交通で重要視している点
問28 
(3) 公園緑地で重要視している点
問28 
(4) 産業の基盤整備で重要視している点
問28 
(5) 住環境で重要視している点

10.デジタル化
の推進 問29 デジタル技術を活用してほしいと思う分

野
デジタル化が望まれている分
野を把握する。

11.今後のまち
づくり 問30 今後のまちづくりに関する意⾒ 今後のまちづくりに対する市⺠

の考え方を把握する。 32
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0, 0.0%

0, 0.0%

33, 2.9%

28, 2.4%

37, 3.2%

3, 0.3%

47, 4.1%

52, 4.5%

17, 1.5%

55, 4.8%

48, 4.1%

30, 2.6%

10, 0.9%

56, 4.8%

75, 6.5%

76, 6.6%

46, 4.0%

41, 3.5%

36, 3.1%

39, 3.4%

26, 2.2%

61, 5.3%

27, 2.3%

44, 3.8%

43, 3.7%

38, 3.3%

36, 3.1%

45, 3.9%

3, 0.3%

42, 3.6%

5, 0.4%

8, 0.7%

17, 1.5%

8, 0.7%

1.2%

0.0% 2.5% 5.0% 7.5% 10.0%

有磨、福相

山野

広瀬

加茂

服部、駅家東、駅家西

宜山、駅家

常金丸

網引、新市、戸手

湯田、中条、道上

竹尋、御野

神辺

神村、本郷、東村、今津

松永、柳津

金江、藤江

手城、深津、旭

西、樹徳、久松台、明王台

南、川口、多治米、川口東

霞、光

津之郷、赤坂、瀬戸

東、桜丘、西深津

箕島、曙、新涯

泉、山手

千田、御幸

蔵王、緑丘

伊勢丘、幕山

春日、日吉台

大津野、旭丘、野々浜

引野、長浜

坪生、大谷台

熊野

水呑、高島

鞆の浦

内浦、内海

能登原、千年、常石

山南

不明・無回答

出典：国土数値情報「小学校区データ」（R5）

18～19歳

0.4%
20～24歳

2.2%

25～29歳

3.8%

30～34歳

5.3%

35～39

6.0%

40～44歳

6.4%

45～49歳

6.4%

50～54歳

8.0%

55～59歳

6.9%60～64歳

9.7%

65～69歳

9.5%

70～74歳

12.4%

75～79歳

9.8%

80歳以上

12.5%

無回答

0.9%

市民アンケート結果 （属性）

• 性別は「男性(37.2 ％)」、｢⼥性(42.9 ％)」。年齢は「80代以上(12.5 ％)」が最も多く、「18-19歳(0.4 ％)」が最も少ない。
• 世帯構成は「親⼦（44.8％）」が最も多く、次いで「夫婦（34.3％） 」、「単身（11.2％）」の順となっている。
• 職業は「会社員（30.1％）」が多く、また、75歳以上の回答者が多いことから「無職（30.2％）」の割合も多くなった。
• 通勤通学地は「福山市 (83.1％)」が最も多く、全体の約８割を占めている。次いで「尾道市（5.1％）」が多くなっている。
• 福山市内の居住年数は「20年以上（44.9%）」が最も多く、次いで「生まれてからずっと（38.6％）」が多くなっている。
• 福山市に居住する前に住んでいた場所は「尾道市（10.4％）」が最も多く、次いで「広島市（7.4％）」、「府中市（5.4%）」の順となった。
• 居住地域別の回答数は「南、川口、多治米、川口東（6.6％）」が最も多く、次いで「⻄、樹徳、久松台、明王台（6.5%）」が多い。

※通勤・通学先のグラフには無回答のデータは含まれない

性別 年齢

問１ 回答者属性

通勤先・通学先

世帯構成 職業 居住地区

福山市内の居住年数 福山市に居住する前に
住んでいた場所

男

37.2%

女

42.9%

答えたくない

0.6%

無回答

19.4%

農林漁業

1.1%
自営業（商工・サー

ビス等）

7.4%

会社員

30.1%

公務員・団体職員

4.8%

パート・

アルバイト

12.5%学生

1.6%

家事専業

8.9%

無職

30.2%

その他

1.8%

無回答

1.5%

福山市

83.1%

尾道市

5.1%
府中市

1.8%

神石高原町

0.3%

広島市

0.6%

三原市

1.0%

岡山市

1.0%

倉敷市

0.4%

笠岡市

1.2%

井原市

1.6%

その他広島県内

0.9%
その他岡山県内

1.0%その他

1.9%

１年未満

0.6%
1-4年

3.8%
5-9年

3.2%

10-19年

8.3%

20年以上

44.9%

生まれてから

ずっと

38.6%

無回答

0.6%
尾道市

10.4%

府中市

5.4%

神石高原町

3.1%

広島市

7.4% 三原市

3.1%

岡山市

2.4%
倉敷市

2.7%笠岡市

2.0%

井原市

3.3%
その他広島県内

10.0%

その他岡山県内

3.1%

その他

38.1%

無回答

9.0% 北部地域

北東地域

中央地域

東部地域

南部地域

西部地域

（N=1157） （N=1157） （N=1157）
（N=1157）

（N=1157）

（N=673） （N=1157） （N=703）
33
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市民アンケート結果 （定住意向）

問９ 定住意向 問１０ 転居の検討理由

これからも福山市に

住み続けたい

71.0%

広島県内の他

の市町に引っ

越したい

3.8%

広島県外の地域

に引っ越したい

4.6%

わからない

17.5%

無回答

3.1%

交通渋滞が多く公共交

通も不便で、通勤・通

学に時間がかかるから

29.0%

自分が希望する働

き先が少ないから

5.8%

買い物など日常生活面

で不便だから

8.7%

福山駅周辺の中心市街地に魅力がないから

10.1%

市内の各地域ににぎわいが感じられないから

4.3%

子育てしやすい環境が十分整っていないから

5.8%

福祉や医療サービスが現在より充

実した地域に住みたいから

2.9%

自然災害による被害が心配だから

2.9%

ご近所づきあいの問題

1.4%

周りの生活環境がよくないから

5.8%

子どもの教育の問題

5.8%

その他

17.4%

• 福山市への居住意向は「これからも福山市に住み続けたい」
（71.0%）が最も多く、全体の7割を占めている。次いで、
「広島県外の地域に引っ越したい」（4.6%）が多い。

• 福山市からの引っ越しを希望する理由は「交通渋滞が多く公共
交通も不便で、通勤・通学に時間がかかるから」（29.0%）が
最も多く、次いで「福山駅周辺の中心市街地に魅⼒がないから」
（10.1%）、「買い物など日常生活⾯で不便だから
（8.7％）」の順となった。（理由を回答した人で集計）

（N=1157） （N=69）

【問９】
あなたは、これからも福山市に住みたいとお考えですか。

【問10】
問９で「２.広島県内の他の市町に引っ越したい」または「３.広島
県外の地域に引っ越したい」を選んだ方に質問します。引っ越したい
理由は何ですか。
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市民アンケート結果（市役所サービスに対する満足度・重要度・改善度）

•市役所サービスなどに対する満⾜度・重要度については５段階、改善度については３段階でアンケートを実施。

問１４ 満⾜度・重要度・改善度

【問１４】
あなたは、福山市が取り組んでいる次の項目について、
どの程度満⾜していますか。
また、以前と比べ、現在の状況をどのように感じていま
すか。そして、今後まちづくりを進めていく上で、どの程
度重要と考えていますか。

35

項目 満⾜度 重要度 改善度

市内のバスや鉄道など利用しやすい公共交通網の整備 2.63 4.15 1.82

渋滞の解消につながる幹線道路の整備 2.67 4.22 2.04

⼦どもの遊びの場の充実 2.71 3.96 1.97

市道などの身近な生活道路の整備 2.81 4.17 2.01

各地域の活性化 2.82 3.98 2.02

中心市街地（福山駅周辺）の活性化 2.89 3.98 2.22

公園や緑地の整備 2.91 3.86 2.03

森林や農地などの保全 2.95 3.84 1.95

港湾の整備 2.98 3.56 2.03

大気・水質などの環境保全 2.98 3.99 2.02

豪雨や地震などの災害に屈しない強靱なインフラ整備 3.01 4.36 2.18

鉄鋼業などの基幹産業の振興と新たな基幹産業の育成・誘致 3.02 3.76 1.99

繊維、⽊⼯、機械⾦属などの地場産業の振興 3.03 3.68 2.00

住宅や住宅地の整備 3.04 3.65 2.05

多様性社会・人権問題・平和に関する活動・教育・環境整備 3.06 3.55 2.04

産業の基盤となる⼯業団地の整備や産業用地の確保 3.06 3.57 2.06

再生可能エネルギーの利用と省エネルギー化の促進による脱炭素社会の実現 3.07 3.72 2.06

地域防災⼒の強化や防災意識の向上 3.09 4.24 2.20

斎場や墓苑・墓地の整備 3.13 3.48 2.05

スポーツ・レクリエーション活動を⾏うための施設整備や情報・機会の提供 3.16 3.71 2.15

文化活動を⾏うための施設整備や情報・機会の提供 3.16 3.68 2.13

地域の歴史・文化資源の保存と活用 3.17 3.61 2.09

ごみの減量・リサイクルの推進 3.25 3.98 2.16

下水道の普及と整備 3.29 4.12 2.15

安心・安全な水道水の安定供給 3.46 4.23 2.17

・「満⾜度」
満⾜︓5点 やや満⾜︓４点 どちらともいえない︓３点
やや不満︓２点 不満︓１点
として点数をつけ、項目ごとに回答者数に対する平均値として算出

・「重要度」
重要︓5点 やや重要︓４点 どちらともいえない︓３点
あまり重要ではない︓２点 重要ではない︓１点
として点数をつけ、項目ごとに回答者数に対する平均値として算出

・「改善度」
良くなった︓３点 どちらともいえない︓２点
悪くなった︓１点
として点数をつけ、項目ごとに回答者数に対する平均値として算出

※ 回答者数は項目ごとに異なり、アンケートを回収した1157人に
対し、回答者数は981人〜1107人となる。
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中心市街地（福山駅周辺）の活性化

各地域の活性化

子どもの遊びの場の充実
繊維、木工、機械金属などの地場産業の振興

鉄鋼業などの基幹産業の振興と新たな基幹産業の育成・誘致

産業の基盤となる工業団地の

整備や産業用地の確保

渋滞の解消につながる幹線道路の整備

港湾の整備

豪雨や地震などの災害に屈しない強靱なインフラ整備

地域防災力の強化や防災意識の向上

市内のバスや鉄道など利用しやすい

公共交通網の整備

市道などの身近な生活道路の整備

公園や緑地の整備

住宅や住宅地の整備

安心・安全な水道水の安定供給

下水道の普及と整備

斎場や墓苑・墓地の整備

再生可能エネルギーの利用と省エネルギー化の促

進による脱炭素社会の実現

大気・水質などの環境保全

森林や農地などの保全

ごみの減量・リサイクルの推進

多様性社会・人権問題・平和に

関する活動・教育・環境整備

文化活動を行うための施設整

備や情報・機会の提供

地域の歴史・文化資源の保存と活用

スポーツ・レクリエーション活動を行うため

の施設整備や情報・機会の提供

3.2

3.4

3.6

3.8

4.0

4.2

4.4

2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6

市民アンケート結果 （市役所サービスに対する満足度・重要度）

•市役所サービスなどに対する満⾜度・重要度について、５段階でアンケートを実施。
・重要度は3.0以上であることから市⺠はすべての項目を重要と捉えている⼀方で、「市内のバスや鉄道など利用しやすい公共交通網の
整備」や「渋滞解消につながる幹線道路の整備」など、満⾜度が3.0以下の項目が⾒られる。

問１４ 満⾜度
・重要度

満足→

重
要
で
は
な
い→

←

重
要

重
要
度

←不満 満足度

←不満 満足→

3.0

3.0

重
要
度

満⾜度

【問１４】
あなたは、福山市が取り組んでい
る次の項目について、どの程度満
⾜していますか。また、以前と比
べ、現在の状況をどのように感じ
ていますか。そして、今後まちづく
りを進めていく上で、どの程度重
要と考えていますか。
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2.22

2.02

1.97

2.00

1.99

2.06

2.04

2.03

2.18

2.20

1.82

2.01

2.03

2.05

2.17

2.15

2.05

2.06

2.02

1.95

2.16

2.04

2.13

2.09

2.15

中心市街地（福山駅周辺）の活性化

各地域の活性化

子どもの遊びの場の充実

繊維、木工、機械金属などの地場産業の振興

鉄鋼業などの基幹産業の振興と新たな基幹産業の育成・誘致

産業の基盤となる工業団地の整備や産業用地の確保

渋滞の解消につながる幹線道路の整備

港湾の整備

豪雨や地震などの災害に屈しない強靱なインフラ整備

地域防災力の強化や防災意識の向上

市内のバスや鉄道など利用しやすい公共交通網の整備

市道などの身近な生活道路の整備

公園や緑地の整備

住宅や住宅地の整備

安心・安全な水道水の安定供給

下水道の普及と整備

斎場や墓苑・墓地の整備

再生可能エネルギーの利用と省エネルギー化の促進による脱炭素社会の実現

大気・水質などの環境保全

森林や農地などの保全

ごみの減量・リサイクルの推進

多様性社会・人権問題・平和に関する活動・教育・環境整備

文化活動を行うための施設整備や情報・機会の提供

地域の歴史・文化資源の保存と活用

スポーツ・レクリエーション活動を行うための施設整備や情報・機会の提供

←以前より悪化 以前より改善→

市民アンケート結果（市役所サービスに対する改善度）

問１４ 改善度

• 多くの項目において以前より改善傾向が示されていますが、「⼦どもの遊び場の充実」、「市内のバスや鉄道など利⽤しやすい公共交
通網の整備」、「森林や農地などの保全」などで以前より悪化した傾向が示された。

←以前より悪化 以前より改善→

まちの活性化・魅力向上

子育て・高齢者支援・福祉・医療

産業・産業インフラ

防災・環境・生活基盤

教育・地域・多様性社会

歴史・文化・スポーツ

1.7 1.8 1.9 2.0 2.1 2.2 2.3

• 市役所サービスなどに対
する改善度について、３
段階でアンケートを実施

• 改善度2.0を基準に、
2.0未満以前より悪化、
2.0以上は以前より改
善と捉える
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市民アンケート結果（都市基盤の整備の重要項目）

• 道路分野で今後重要だと思う項目は「身近な生活道路の整備や幅の狭い道路の改良」（62.2%）が最も多く、次いで「歩⾏者と
分離された⾃転⾞通⾏空間の整備」（41.7%）の順となっている。

• 公共交通分野で今後重要だと思う項目は「運⾏回数やダイヤ、路線の⾒直しなど利便性の向上」（39.4%）が最も多く、次いで
「⾼齢者、障がい者などが利用しやすい、駅やバス停などの公共施設や⾞両のバリアフリー化」（34.8%）の順となっている。

380% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自家用車から公共交通（バス・鉄道）への利用転換の推進

運行回数やダイヤ、路線の見直しなど利便性の向上

運賃割引・均一運賃設定・定額乗り放題など多様な運賃制度の導入

予約したら自宅付近まで送迎してくれる公共交通（乗合タクシーなど）の導入

高齢者、障がい者などが利用しやすい、駅やバス停などの公共施設や車両のバ

自動運転を活用した公共交通サービスの推進

運行情報などの情報提供や目的地までのルート検索から支払までを一体的に行

店舗や病院などの都市機能が集約された拠点間を結ぶ公共交通網の拡充

まちづくりと一体になった公共交通ネットワークの構築

高齢者、障がい者などが利用しやすい、駅やバス停などの公共施設や

運行情報などの情報提供や目的地までのルート検索から支払までを一

店舗や病院などの都市機能が集約された拠点間を結ぶ公共交通網の拡

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身近な生活道路の整備や幅の狭い道路の改良

歩行者と分離された自転車通行空間の整備

歩道や街路樹などにより、安全で緑豊かな歩行空間の整備

通勤・通学・通院、救急医療、災害時の緊急輸送を円滑にする広域道路の整備

車中心の道路空間から人中心の空間への転換…

問２８ 都市基盤の整備の重要項目

公共交通
※回答者数：1,157人、回答総数：2,452票

身近な生活道路の整備や幅の狭い道路の改良
歩⾏者と分離された⾃転⾞通⾏空間の整備
歩道や街路樹などにより、安全で緑豊かな歩⾏空間の整備
段差の解消や点字ブロックの整備など道路のバリアフリー化の実施
通勤・通学・通院、救急医療、災害時の緊急輸送を円滑にする広域道路の整備
⾞中心の道路空間から人中心の空間への転換（賑わい空間へ）

※回答者数：1,157人、回答総数：2,922票

⾃家用⾞から公共交通(バス・鉄道)への利用転換の推進

運⾏回数やダイヤ、路線の⾒直しなど利便性の向上

運賃割引・均⼀運賃設定・定額乗り放題など多様な運賃制度の導⼊

予約したら⾃宅付近まで送迎してくれる公共交通（乗合タクシーなど）の導⼊
⾼齢者、障がい者などが利用しやすい、駅やバス停などの公共施設や⾞両のバリアフ
リー化
⾃動運転を活用した公共交通サービスの推進
運⾏情報などの情報提供や目的地までのルート検索から⽀払までを⼀体的に⾏うな
ど新技術を活用した新たな交通サービスの推進
店舗や病院などの都市機能が集約された拠点間を結ぶ公共
交通網の拡充
まちづくりと⼀体になった公共交通ネットワークの構築

道路
720（62.2％）
482（41.7％）

235（20.3％）

400（34.6％）

437（37.8％）

178（15.4％）

387（33.4％）

456（39.4％）

350（30.3％）

403（34.8％）

154（13.3％）

141（12.2％）

390（33.7％）

399（34.5％）

242（20.9％）
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• 公園緑地分野で今後重要だと思う項目は「誰もが利用しやすい公園の整備・運用（インクルーシブ遊具や公園のバリアフリー化整
備など）」（44.2%）が最も多く、次いで「公園毎のテーマに沿った再編（幼児向け遊具のある公園、ボール遊びのできる公園、
⾼齢者向け健康器具のある公園など）」（36.3%）の順となっている。

• 産業分野で今後重要だと思う項目は「渋滞の解消につながる幹線道路の整備」（62.5%）が最も多く、次いで「企業誘致を目
的とした市街化調整区域の規制緩和」（22.3%）の順となっている。

市民アンケート結果（都市基盤の整備の重要項目）

39

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

産業の基盤となる工業団地の整備や産業用地の…

企業誘致を目的とした市街化調整区域の規制緩和

渋滞の解消につながる幹線道路の整備

港湾の整備

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

（幼児向け遊具のある公園、ボール遊びのできる公園、高齢者向け健康器具のあ…

誰もが利用しやすい公園の整備・運用（インクルーシブ遊具や公園のバリアフリー

樹木の補植などによる公園や緑地などの緑化の推進

身近な公園や大きな公園の一時避難の場としての防災機能の強化

様々な人が集まる福山駅周辺において、多様な活動ができる広場の整備

地域住民が集い様々なアクティビティを楽しむことができる広場の整備

産業の基盤となる⼯業団地の整備や産業用地の確保
企業誘致を目的とした市街化調整区域の規制緩和
渋滞の解消につながる幹線道路の整備
港湾の整備

問２８ 都市基盤の整備の重要項目

※回答者数：1,157人、回答総数：1,975票

※回答者数：1,157人、回答総数：1,286票

公園毎のテーマに沿った再編
（幼児向け遊具のある公園、ボール遊びのできる公園、⾼齢者向け健康
器具のある公園など）
誰もが利用しやすい公園の整備・運用
（インクルーシブ遊具や公園のバリアフリー化整備など）

樹⽊の補植などによる公園や緑地などの緑化の推進

身近な公園や大きな公園の⼀時避難の場としての防災機能の強化

様々な人が集まる福山駅周辺において、多様な活動ができる広場の整備

地域住⺠が集い様々なアクティビティを楽しむことができる広場の整備

産業

公園緑地

420（36.3％）

511（44.2％）

220（19.0％）

361（31.2％）

192（16.6％）

271（23.4％）

210（18.2％）

258（22.3％）

723（62.5％）
95（8.2％）
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• 住環境分野で今後重要だと思う項目は「放置された空き地や⽼朽化した空き家のない快適な環境整備」（57.8%）が最も多く、
次いで「⼦ども連れでも安心して利用できる公共施設の整備」（41.7%）の順となっている。

• 上記以外で今後重要だと思う項目は「⽼朽化した道路・上下水道などのインフラ施設の適切な維持・更新」（51.7%）が最も多
く、次いで「河川改修・雨水貯留施設整備などの浸水対策・⼟砂災害対策の実施」（44.1%）の順となっている。

市民アンケート結果（都市基盤の整備の重要項目）

400% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

河川改修・雨水貯留施設整備などの浸水対策・土砂災害対策の実施

老朽化した道路・上下水道などのインフラ施設の適切な維持・更新

防災上重要な橋・上下水道などのインフラ施設や住宅・建築物の耐震化

道路、公園、公共施設などから水路やため池への転落防止対策の実施

福山駅周辺の再整備

医療提供体制の確保

安定した水道水の供給と下水道の整備・普及

福山港内港地区の埋立て

ＩＣＴを活用した次世代インフラの構築

国内外の人を惹きつけるサイクリングロードの構築

その他

防災上重要な橋・上下水道などのインフラ施設や住宅・建築物の耐震

道路、公園、公共施設などから水路やため池への転落防止対策の実施

0% 10%20%30%40%50%60%70%

子ども連れでも安心して利用できる公共施設の整備

中心市街地における中高層マンションの建設

中心市街地におけるヨーロッパの街並みのような低層高密度の集合住宅の建設

放置された空き地や老朽化した空き家のない快適な環境整備

店舗や病院などの都市機能がいくつかの拠点に集約された環境整備

中心市街地におけるヨーロッパの街並みのような低層高密度の集合住

河川改修・雨水貯留施設整備などの浸水対策・⼟砂災害対策の実施
⽼朽化した道路・上下水道などのインフラ施設の適切な維持・更新
防災上重要な橋・上下水道などのインフラ施設や住宅・建築物の耐震化
道路、公園、公共施設などから水路やため池への転落防⽌対策の実施
福山駅周辺の再整備
医療提供体制の確保
安定した水道水の供給と下水道の整備・普及
福山港内港地区の埋⽴て
ＩＣＴを活用した次世代インフラの構築
国内外の人を惹きつけるサイクリングロードの構築
その他

問２８ 都市基盤の整備の重要項目

※回答者数：1,157人、回答総数：1,657票

※回答者数：1,157人、回答総数：3,172票

⼦ども連れでも安心して利用できる公共施設の整備

中心市街地における中⾼層マンションの建設

中心市街地におけるヨーロッパの街並みのような低層⾼密度の集合住宅の建設

放置された空き地や⽼朽化した空き家のない快適な環境整備

店舗や病院などの都市機能がいくつかの拠点に集約された環境整備

その他

住環境
483（41.7％）

37（3.2％）

68（5.9％）

669（57.8％）
400（34.6％）

510（44.1％）

598（51.7％）
365（31.5％）

343（29.6％）

258（22.3％）

495（42.8％）

385（33.3％）

39（3.4％）

92（8.0％）

71（6.1％）

16（1.4％）
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【その他資料２】
市⺠アンケートの結果を踏まえた

現行の福山市都市マスタープランの評価
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現行都市マスタープランの評価（現行都市マスタープランの主な取組実績）

1.中央地域

実施できなかった主な取組主な取組実績

2.東部地域

3.⻄部地域

4.南部地域

5.北部地域

6.北東地域

東桜町地区第一種市街地再開発事業
芦田川かわまち広場整備事業

神辺駅へのゾーンバスシステムの導入や
エレベーターの設置

伏見町地区市街地再開発事業

春日東土地区画整理事業

⾼⻄丁卯新涯土地区画整理事業
内陸工業団地（神村団地）

福山沼隈道路（沼隈エリア）

森脇中津原線

ゾーンバスシステムの導入
東福山駅、大門駅周辺へエレベーター設置

松永道路4車線化など幹線道路の整備
尾道糸崎港機織地区の堤防耐震改良

水呑三新田土地区画整理事業の完成
鞆町伝統的建造物群保存地区の取組

福山北産業団地（第２期）の完成
有地川や服部川の河川改修促進

国道313 号バイパスの暫定２車線整備完了
川南土地区画整理事業

実施率
75%

実施率
72%

実施率
72%

実施率
62%

実施率
58%

実施率
68%

※実施率:「完了した項目数＋実施中の項目数」/「まちづくりの方針に掲げた項目数」

（第１回検討委員会資料より）

平均実施率 68%
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都市整備の基本方針 市民アンケートの設問 満足度

１ 市街地整備の方針
中心市街地（福山駅周辺）の活性化 2.89

産業の基盤となる工業団地の整備や産業用地の確保 3.06

２ 交通施設整備の方針

市内のバスや鉄道など利用しやすい公共交通網の整備 2.63

渋滞の解消につながる幹線道路の整備 2.67

市道などの身近な生活道路の整備 2.81

３ 公園・緑地整備の方針 公園や緑地の整備 2.91

４ 河川・海岸整備の方針 豪雨や地震などの災害に屈しない強靭なインフラ整備 3.01

５ 供給処理施設整備の方針

安心・安全な水道水の安定供給 3.46

下水道の普及と整備 3.29

ごみの減量・リサイクルの推進 3.25

６ 地域環境保全・整備の方針
大気・水質などの環境保全 2.98

再生可能エネルギーの利用と省エネルギー化の促進による脱炭素社会の実現 3.07

７ 景観形成の方針 地域の歴史・文化資源の保存と活用 3.17

８ 住宅整備・供給の方針 住宅や住宅地の整備 3.04

９ 人にやさしい都市づくりの方針 多様性社会・人権問題・平和に関する活動・教育・環境整備 3.06

10 安心・安全な都市づくりの方針
豪雨や地震などの災害に屈しない強靭なインフラ整備 3.01

地域防災力の強化や防災意識の向上 3.09

43

「満足度」
（満足：5点、やや満足：４点、どちらともいえない：３点、やや不満：２点、不満：１点として点数をつけ、項目ごとに回答者数に対する平均値。3.01以上は満足度が高いと判断）

現行都市マスタープランの評価 （市民アンケートの満足度について）
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3%
3%
2%
3%
1%
4%
3%
2%
2%
3%
3%
2%
2%
3%
2%
2%
3%
3%
3%
3%
3%
3%
6%
10%
14%

11%
16%
14%
17%
15%

27%
17%

8%
9%
10%
21%

12%
11%
15%
12%
11%
11%
24%

14%
22%
20%
18%
23%
25%
27%

47%
45%
48%
48%
56%
35%
56%
75%
79%
74%
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市内のバスや鉄道など利用しやすい公共交通網の整備
渋滞の解消につながる幹線道路の整備

子どもの遊びの場の充実
市道などの身近な生活道路の整備

各地域の活性化
中心市街地（福山駅周辺）の活性化

公園や緑地の整備
森林や農地などの保全

港湾の整備
大気・水質などの環境保全

豪雨や地震などの災害に屈しない強靱なインフラ整備
鉄鋼業などの基幹産業の振興と新たな基幹産業の育成・誘致

繊維、木工、機械金属などの地場産業の振興
住宅や住宅地の整備

多様性社会・人権問題・平和に関する活動・教育・環境整備
産業の基盤となる工業団地の整備や産業用地の確保

再生可能エネルギーの利用と省エネルギー化の促進による脱炭素社会の実現
地域防災力の強化や防災意識の向上

斎場や墓苑・墓地の整備
スポーツ・レクリエーション活動を行うための施設整備や情報・機会の提供

文化活動を行うための施設整備や情報・機会の提供
地域の歴史・文化資源の保存と活用

ごみの減量・リサイクルの推進
下水道の普及と整備

安心・安全な水道水の安定供給

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

2.63

満足度

2.67

2.71

2.81

2.82

2.89

2.91

2.95

2.98

2.98

3.01

3.02

3.03

3.04

3.06

3.06

3.07

3.09

3.13

3.16

3.16

3.17

3.25

3.29

3.46

・「満⾜」と「やや満⾜」を合わせた『満⾜と感じる人』の割合は、 「安心・安全な水道水の安定供給」が４１％と最も⾼く、「下水道の普及と整備」、「中心市街地（福山駅
周辺）の活性化」に対する割合が⾼い。
・「不満」と「やや不満」を合わせた『不満と感じる人』の割合は、「市内のバスや鉄道など利用しやすい公共交通網の整備」が３９％と最も⾼く、「渋滞の解消につながる幹線
道路の整備」、「⼦どもの遊び場の充実」に対する割合が⾼い。
・「中心市街地（福山駅周辺）の活性化」の『満⾜と感じる人』の割合は３１％と⾼い割合になっている⼀方で、『不満と感じる人』の割合も３４％と⾼くなっている。
・満⾜度が低い項目や不満に感じる人が多い項目については、重点的に取り組む課題として次期都市マスタープランにおける都市づくりの視点の１つとする。

現行都市マスタープランの評価 （市民アンケートの満足度について）

■市役所サービスに対する満足度

「満足度」
（満足：5点、やや満足：４点、どちらともいえない：３点、やや不満：２点、不満：１点として点数をつけ、項目ごとに回答者数に対する平均値として算出） 44
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その他資料２
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●都市マスタープランの方針に基づき、さまざまな事業を実施。
取組の平均実施率 約６８％

●市⺠アンケートでは、住みやすさに対する⾼い満⾜度、都市整備の基本方針の
多くの項目で中間値以上の満⾜度の回答。

現行都市マスタープランで示した将来像に近づいているものと考える。

現行都市マスタープランの評価 （まとめ）

また、アンケート結果から、満足度が低い項目や不満に感じる人が多い項目につ
いては、次期都市マスタープランで重点的に取り組んでいく必要がある。

評 価

その他資料２

・公共交通網の整備
・交通渋滞の解消につながる幹線道路の整備
・こどもの遊び場の充実 等


